
         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学力の高い学校」「安心･安全な学校」「美しい学校」 

「あそぼ」あいさつ・そうじ･ボランティアで輝く生徒 

 令和 3年 10 月 1 日（金）           三郷市立早稲田中学校 

1 年 206 名 2 年 176 名 3 年 180 名 7 組 4 名 8 組 3 名 計 569 名 

1 金 特編日課（金①②③④⑤月⑤） 

2 土 英語検定 

3 日  

4 月 全校朝会（金⑥月①②③④） 
生徒会本部役員選挙運動期間 

5 火  

6 水 特編日課 専門委員会 

7 木  

8 金 諸活動停止 特編日課 
火②金②火⑤火⑥金⑤水④ 

9 土 諸活動停止 

10 日 諸活動停止 

11 月 中間テスト 

12 火  

13 水  

14 木 第２回選挙管理委員会 

15 金 立会演説会・生徒会本部役員選挙 
特編日課 

16 土  

17 日  

18 月 完全下校時刻 17：15 

19 火 市内駅伝 

20 水  

21 木 ふれあいデー 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月  

26 火  

27 水  

28 木 ５時間授業（木①⑤②③④） 

29 金  

30 土  

31 日 数学検定 
※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、 

        上記予定は変更になることがあります。 

 

感謝の言葉！ 

校長 檜垣 幸久 

全学年から届いた「夏のお手伝い」の感想を一

つ一つ読みました。のべ８２２件のお手伝いが報

告されました。報告から再認識したことが幾つか

ありました。 

まず、感謝の言葉が「人」を動かすということ。

「ありがとうと言われたとき、嬉しかったです。

(3 年男)」「お母さんに言われていなくてもお手伝

い（風呂掃除や食器洗い）をするととても気持ち

がよく、お母さんにありがとうと言われることが

嬉しいです。(1 年女)」「母が『たすかる』と喜ん

でくれる姿がとても嬉しかったです。(2 年女)」 

次に、体験は感謝と尊敬の念を自然と育むとい

うこと。「仕事があるにもかかわらず家事をやっ

てくれているお母さんはすごいなと改めて思いま

した。(2 年男)」「母は、偉大。すごいと思いまし

た。(3 年女)」「この大変な家事全般をお母さんは

一人でやっていて、すごいなぁというものと『あ

りがとう』の感謝を感じることができました。い

つも『ありがとう』と言いたいです。(1 年男)」 

その他、「塾の夏季講習でそれどころではあり

ませんでした。(3 年男)」や「手伝いを通して家族

とのコミュニケーションがとれました。(3 女)」な

ど、それぞれの状況の報告ありがとうございまし

た。 

 多い順で言えば、第１位、洗濯に関わること

(24%)。第２位は、食器洗い(22%)。第３位は、食

事に関わること(16%)。男子の「料理をした」の報

告が複数あったのは意外でした。「一人分ならま

だ良いけれど、二人や三人分を作るとなると大変

でした。(2 年男)」 

 生徒たちがよいスタートをきっているのは、家

族の皆様のおかげです。 

 



 

  
 ９月７日（火）～１５日（水）、ハートフル・ウィークとして全校二者面談が行われました。 

生徒の皆さんは、自分の趣味や最近気になっていること、将来の夢、家族自慢などを楽しく語

ってくれました。短い時間ではありましたが、生徒一人一人の意外な一面にも触れることがで

き、笑いあり、新鮮な驚きあり、の貴重な機会となりました。 

 ハートフル・ウィークが終わった今、面談により初めて互いを知ることとなった先生と生徒

がすっかり顔なじみとなって笑顔で声を掛け合っている姿が多く見られ、学校全体が温かな雰

囲気に包まれています。 
 

  

 

 

 

県では、教育に関する理解を深めていただくため、１１月１日を「彩の国教育の日」、１１月１日

から７日までを「彩の国教育週間」としています。 

 例年、県や市町村、学校、社会教育施設、各種団体等で、学校公開や親子向け体験教室などの事

業を多数実施していますが、今年度も、コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、多くの事業が自

粛されています。このような状況だからこそ、身近な人と「自然」「人」「本」「家族」 

「地域」の大切さや思い出について語り合ってみませんか。ほっこりした話題で、元 

気で明るい気持ちになる教育週間にしましょう。 

詳しくは県ホームページを御覧ください。→ 彩の国教育の日 検索  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハートフル・ウィーク「全校二者面談」が行われました。 
 

 

１１月１日は「彩の国教育の日」 
 

▲シンボルマーク 

学校図書館から…「この本、読んでみませんか？」 

  

 みなさんは、フィンセント・ファン・ゴッホという名の画家をご存じだろうか。

そして、彼には最愛の弟がいたことを。この兄弟が生きていた時代は、１９世紀

中ごろの万国博覧会をきっかけに巻き起こった日本ブーム、ジャポニズムが流行

した時代だった。本作は、精神的に問題を抱える兄のゴッホと、そんな兄を金銭

的にも支える弟のテオドール、そしてこの兄弟とパリでのジャポニズムの最中に

出会う浮世絵を売る日本人画家商の林忠正と加納重吉が、パリでそれぞれ奮闘す

る物語である。 

 

たゆたえども沈まず 

著者：原田 マハ   幻冬舎 



 

 

▶「メンタルヘルスに関する授業」 ・・・・・・・・・・・・・・・１年生 学級活動 

  

  
▶「小物づくり」「ベンチづくり」・・・・・・・・・・・・・・・・７・８組 技術・家庭科 

   

  

９月の授業から 

 



▶「ＮＩＥ（Newspaper in Education）」・・・・・・・・・・・・２年生 総合的な学習の時間 

  

  

▶「シッティング・バレー」・・・・・・・・・・・・・・・・３年生 総合的な学習の時間 

  

  


